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菅原ゼミナール 2005年 「今後の課題と目標」 

 
このリポートは、菅原ゼミナール生（3年生、2年生）が、各自でこれまでを振り返って、
今後の課題と目標について述べたものである。これを基にして、2006年、ゼミナール生が
より一層切磋琢磨し、そして大きく飛躍することを願っています。 

Think different, act different, and be different. 
Take new steps ! 

                                          
ここから 3年生 

 
「今後の課題と目標」 ～これまでのゼミを振り返って～ 

 
１、「今後の課題」 
・ゼミ全体の課題 
・個人の課題 

  
２、「今後の目標」 
・ゼミ全体の目標 
・個人の目標 

 
 
１、「今後の課題」 
 
・ゼミ全体の課題 
この課題はかなり明確である。それは「ゼミ内での個々人のやる気の温度差が大きいこ

とだ。秋セメスターから二年生を交えて、新たなゼミの活動が始まり約二ヶ月、ゼミ長と

しての立場から全体を見ていて気づいたことは、自発的な人と受動的な人（やる気がある

人、やる気がない人）がはっきり別れていることだ。これは、私たち三年生の中でもはっ

きり別れている。別に受動的だからだめだというわけではないが、与えられた課題すらや

ってこないのは、先生にも他のゼミ生にも迷惑極まりない。一番損をするのは自分自身で

あるし、先生から与えられたせっかくのチャンスを逃す結果となってしまう。このチャン

スを最大限に生かすためには、ゼミ全体が一つになり、同じ目標に向かって意欲的に活動

していくことがベストだと考える。 
 
 ・個人の課題 
 自分が今、最も重要視している課題は、「プレゼン、ディスカッション時において、正当



 2

性のある意見を述べる」ことである。もっと自分の意見に具体性を持たせ、相手に自分の

考えをはっきりわかってもらいたい、と最近特に思う。社会人になったら特にこの課題は

重要になってくるので、大学生活残りわずかだが、大学在学中にこの課題を必ずクリアし

てみせる。 
  
２、「今後の目標」 

 
・ゼミ全体の目標 
ゼミ全体での課題でも述べたが、今後のゼミの目標は、「ゼミ全体が一つになり、同じ目

標に向かって意欲的に活動していくこと」である。ゼミ全体が一つになるための要素を述

べるなら、次の三つの要点に絞ることができる。 
● 報告・連絡・相談の徹底 
● ゼミ内でのコミュニケーションの向上（二年生、三年生の垣根を越えたコミュニケー

ション） 
● 個々人のゼミに対する価値観の向上（受動的姿勢から自発的姿勢へ変換） 
この三つの要素を結合するためには、ゼミ全体における「共通の目標設定」が必要不可

欠であると考える。例えば、毎月ごとにゼミで話し合いを行い、ゼミ全体の共通目標を設

定する（ex、一月の目標：TOEIC500点以上をとる）。毎月ごとに目標を設定することで刺
激も生まれ、個々人のやる気も出てくるのではないかと考えている。 
 
・個人の目標 
先ほど述べた課題に対し、すでに個人目標は設定済みで今は実行段階に入っている。そ

の目標とは、「知識を向上させ、創造力をより豊かにする」ことである。具体的に現段階で

は、経済学を軸に勉学に励んでいる。これまで経済に関することに対しては、全くといっ

ていいほど無関心で、話が複雑だからといっていつも後回しにしていた。しかし、自分の

卒論の研究内容と経済学はより深い相関関係にあるので、いつまでも後回しにすることは

できない。そう思ったのがきっかけで、今では経済学に関する本を毎日読む習慣を身につ

け、ネットを駆使して時事的な情報を毎日チェックし、分析するよう常日頃心がけている。 
次なる私の目標は、ここで身につけた知識を自分の意見に変えて、自信を持って発言す

ることである。常に目標を設定し、ステップアップしていくことで自分自身をもっと大き 
な存在にしていきたいと思っている。 
 
 

「今後の課題と目標」 
 

個人 
「①課題」吸収と実践 「②目標」状況に応じた明確な目標の設定 
① 課題 
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私が一年間のゼミを振り返って菅原先生から与えられる課題をやっていて新しい知識を

多く吸収できた、一番衝撃を受けたのは速聴トレーニングの内容の成功に必要な 3 つの教
えです。私は 1、態度 2、視点 3、明確な目標と解釈しました。特に明確な目標は大切で、
私はアルバイトで今、新人に仕事を教える機会に恵まれています、教える仕事は多いので

すが、今日の君の目標はこれだよ、と指示してあげることにより伝えたいことを相手に漠

然としてではなく明確に伝えることができ、相手も吸収が早く、ゼミで吸収したことを実

践することにより教え方がうまくなれた。 
② 目標 
ゼミではディスカッションや発表をしてきました、ディスカッションの時に自分の考え

があるのに発表できなかったり、発表の時にただ考えてきたことを言うだけだったり、こ

れらの反省点を今後克服するために、私は状況に応じて明確な目標を設定することをして

いきます。ディスカッションの時は自分の意見があるのに言えない時があるので手をあげ

るという明確な目標を作り克服していきます。発表の時は姿勢が悪い等の反省点を明確な

目標として意識することにより克服していきます。今後のゼミの時は明確な目標はなんな

のかを意識していきます。 
 
全体 
「課題と目標」協力が生むゼミの活性化 
私が思う問題点は 3 年生同士のまとまりの欠如がある。この問題点はゼミに入った頃か
らあったのですが、今の 2年生のまとまりの良さを見ていると改めて思い知らされる。2年
生は北海道合宿以前、以後では大きな変化を遂げた、今の 2 年生のまとまりによってゼミ
は活性化していると思う、3年生のまとまりのない雰囲気のゼミを 2年生は短期間の間に活
性化したゼミの雰囲気に変えた。3年生は 2年生の刺激を受けて今まで、なあなあだったこ
とに気づかされた、個別に相手の直してほしい点は伝えていきます。みんな除ゼミという

可能性があります、でもせっかくゼミを通して出会ったのだから、最後まで今のメンバー

でゼミを卒業出来るように怒ったり、励ましたりしながらゼミをしていきます。3年生には
ゼミの雰囲気を良くすることは出来なかったですが、2年生が活気のあるゼミに変えてくれ
たのでその雰囲気の中で 2 年生と 3 年生がまとまりゼミ全体が活気のあるものになること
が今後のゼミの理想的な形だと私は思います。出席率の悪さや課題の未提出等の問題点が

ありますが、ゼミの活性化が問題点を減らしていくものだと思います。 
 
 

今後の課題と目標 ～これまでのゼミを振り返って～ 
 
 菅原ゼミでの一年半を振り返って、個人と全体という二つの視点から今後の課題と目標

を考える。 
 まず、個人の課題である。このゼミに入って 1 番学んだことは、｢積極性｣である。ゼミ
に入るまでの私は、受身体質で自ら積極的に行動することはほとんどなかった。しかし、
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このゼミに入って例を挙げれば、プレゼンやディスカッションで自分をアピールすること

を学んだのである。もちろん、まだ感情的な意見が多く、論理的に物事を捉えるといいっ

たことがこれからの個人の課題になる。また、3ヶ月前からは非常に優秀な後輩たちも入っ
てきたので、自分にとっても良い刺激になっている。これからも同じゼミの仲間として、

またライバルとして切磋琢磨してお互い高めあっていきたいと思っている。 
 個人としての目標は卒論である。私が書こうとしているテーマは、資料が乏しく、完成

に至るまで非常に険しい道になると考える。しかし、私は、菅原ゼミのモットーでもある

『Think different, act different, be different.』を実践したいので最後まであきらめないで
満足のできるものを作りたいと考えている。 
 次にゼミ全体の目標である。これに関しては、特に私を含める 5 人の 3 年生のサポート
の向上である。どういうことか単刀直入に言うならば、一年半も経ってまだゼミ長の三宅

君に依存しきっている点である。例を挙げると、11 月の北海道合宿の大学との交流会であ
る。ここで、三宅君はゼミ紹介のプレゼンをしたのだが、私は自分の不甲斐なさをつくづ

く悔やんだ。なぜなら、私はこのプレゼンの作成に協力しないどころか、自分の意見を何

一つ言わなかったからである。本来ゼミ紹介といえば、皆がこれまでやってきたことを話

し合って、その上で代表がプレゼンするのが正しいと考える。それを話し合いもせず、完

全に三宅君に任せっぱなしにしてしまったのだ。映画やドラマでも優れた主役だけがいて

もそれを盛り上げる優れた脇役がいなければ優れた作品にならないと考える。そのために

は、ゼミ以外ではまだ 1 回も 3年全員揃ったことがないので、これからは 3 年のみの話し
合いも積極的に行っていく必要があると考える。 
 最後に来年で最終学年を迎えるにあたって、4月からはまた後輩も入ってくるので、今ま
で以上に先輩としての自覚を強く意識して、菅原ゼミでの最後の貴重な 1 年間を有意義に
過ごしていきたいと考える。 
 

「２００６年のゼミの課題と目標」 
 

 今までのゼミを振り返ってみると私は全てみんなにまかせっきりで、誰かに言われなけ

れば何もしなかった。仲のよい三宅君、高野君に課題、イントラネッツ、卒論のことは言

われなければほんとに何もしなかった。１月２２日に自分の卒論発表のとき、何もしてな

くて先生に帰らされたとき、本当に反省した、また、私たちの卒論発表のためにパソコン

を用意してもらっていたというのにも本当に申し訳なさで体の中がいっぱいになった。先

生に怒られたのは初めてなので、そこまで先生が真剣になっていたと思うと、かなり期待

を裏切ってしまったかのように思える。 
 今後のゼミ全体の課題は、誰にも言われなくてもきちんと課題、卒論に取り組むことで

ある。そして、目標はきちんと先生の課題をこなし、先生の「今やっている課題は話がう

まく繋がっていないと思うけど、いつか繋がる時がくるから」という言葉を背に、その繋

がるときが、菅原ゼミナールに入っていてよかったという意味になるよう今後就職活動と

ともにがんばって取り組んでいきたい。 
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個人的に私はこのゼミに入っていてとてもよかったと思っている。なぜなら、人前に立

ってプレゼンテーションすること、グループディスカッションで人の意見を聞いて発言す

ること、「あの、その、とか、などは使わないこと」、すべてが就職活動、社会に出るため

には必要なことであるからである。人前に立ってプレゼンテーションすること、グループ

ディスカッションを今のうちに鍛えておけば採用試験にかなり自信が持てるので、また、

「あの、その、とか、など」は使わないで明確に言うところも面接、エントリーシート、

自己ＰＲにはかなり役立つと思うからである。実際にサンワホームにエントリーしたとき

に、自己ＰＲを書く欄があり、「私の強みは二つあります」と最初に書き、明確に強みを書

いてサンワホームに送信したら、見事特別に選考してもらい、特別に選考していただいた

方々にのみの特別限定説明会に参加させてもらうことができた。 
このとき、先生の教えがとても大事であると痛感したので、今後は気合いでがんばり、

自分をレベルアップさせるためにゼミ活動を取り組んでいくことが私の課題で、目標はゼ

ミで鍛え上げた能力を存分に発揮して就職内定を目指していきたい。 
 
今後の課題と目標について 
ゼミ全体から見て、一番大きいな問題点は個人と個人の差が大きい。やる気ある人とや

る気ない人、学校へちゃんと来ている人とちゃんと来てない人、宿題をちゃんとやる人と

ちゃんとやってない人、積極的に発言する人と積極的ではない人、全体が散乱、不一致に

見える。 
そのためゼミ全体の視点から見た今後の課題は、その問題点を改善することであり、目

標としては改善を通してゼミ全体が一致で心を一つにすることが大事だと思う。 
 人はそれぞれの生活環境、習慣、教育、基礎そしてやる気と努力などによって人と人の

間はそれぞれの「距離」が出て来る。基礎が違う人々が同じ教育と勉強をするとしても知

識に対する認識と理解、吸収が違うと思う。日本語検定試験や英語の検定試験も例え基礎

が違う人々が同じ授業を受けると、授業の内容は成績がいい学生に合わせた場合、基礎が

しっかりしている学生にはとても訳に立つ、しかし基礎が低い学生に対してはそれを理解

するため、身につくためには時間がかかる。その逆、成績があまりよくない学生に合わせ

て授業を受けると、成績がいい学生のやる気を傷つける場合がある。そのためには個人個

人のレベルによって勉強することが大事だと思う。一番いいなのは自分に合う勉強方法を

見つけて自分のレベルに合う勉強をすること。一時期の勉強を通してみんなで同じ試験を

受けることによって自分のレベルをチェックする。自分と他人の「距離」を知って勉強す

ることによって「最短距離」を作ること。 
 やる気ない人、学校へちゃんと来てない人、宿題をちゃんとやってない人の存在はゼミ

全体に不良の影響を受ける。「自分の勉強は自分でする、自分で頑張る」とよく言うけど、

人はたびたび周りの影響でやる気がなくなったりする場合も少なくない、そのためやる気

がない人、学校へちゃんと来てない人、宿題をちゃんとやってない人の不存在が必要。 
 積極的な人はいつも積極的、ではない人はいつも沈黙。そのため積極的ではない人の発

言機会を作ることが大事だと思う。指導意識が強い人にいつも指導チャンスを与えること
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は積極的ではない人はいつまでもチャンスがないままになる。積極的ではない人にチャン

スを与えることによって、その積極性を生み出して、もっとも積極性が高い人は人を教え

ることによって自分の指導意識を高まる。 
 一番大事なのは、ゼミの一致性と個人個人の距離を縮めることではないかと思う。 
 
個人の視点から見ると自分にたいする問題点は１、把握している基礎知識がしっかりし

てない、２、英語の基礎がない、３、自信がない 
 今後の課題と目標はその問題点を克服することであり、克服するためには１、本を沢山

読む、２、毎日英語の勉強をする。３、他人との距離を感じ、あきらめずに頑張ること。 
 
                                         
ここから 2年生 

 
「２００５年から２００６年へ」 

 
個人の目標と課題 
 今年の１０月に私は菅原ゼミに入った。この時から私の生活は１８０度変わった。今ま

での生活は、バイトと遊びが生活の主柱にあった。大学はというと、いかにして簡単に単

位が取れるかということしか考えていなかった。しかし、ゼミに入ったことにより、今ま

で考えていなかったことばかり考えるようになった。それは三つある。 
一つ目は、経済のこと。経済をゼミで勉強するうちに社会の変化を気にするようになっ

た。昨日のニュースで個人物価が２年ぶりに上昇したと言っていた。デフレからインフレ

に変わっていく様が目に見えるようになり経済のおもしろみが分かってきた。野村證券の

バーチャル株取引をやっており、為替の仕組みや為替で儲ける方法も若干分かり、将来役

にたつ知識が得られたと思う。 
二つ目は、相手に自分の考えを伝えることの難しさ。ディスカッションを行ううえで、

このことを肌で感じることができる。相手に自分の考えを伝えるためには、書いて伝える

か言葉で伝えるしかない。短く、そして分かりやすく伝えなければならない。私が一番伝

える時に心がけているのは具体例を用いることである。具体例を用いることにより、相手

にもビジョンが見え関心を向けさせやすい。考えを伝えることの難しさが分かった私は相

手に自分の考えを伝える際に具体例を用いる。 
三つ目は、時間を大切にしなければならないこと。課題が出ると一週間の猶予があるな

か、私は一週間かけて無駄に長く課題に取り組んでしまった。しかも内容も決して良いと

は言えない。だから、毎週自分のための時間が無いと嘆き、本や新聞を読む時間を削って

まで課題に取り組んでいた。この三つ目の時間を大切にしなければならないというのは２

００５年にはできなかったことである。だから２００６年の課題にしたいと思う。翌年に

繰り越された課題を来年では果たしたい。課題には迅速に取り掛かり、それでいて納得の

できる出来のものに仕上げる。一週間の猶予を余裕に変えていきたい。 
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ゼミの目標と課題 
 菅原ゼミはとてもいい形になってきたと思う。皆のやる気が顕著に見られ、与えられた

仕事をしっかりこなす。そして、頼れるゼミ長、副ゼミ長がゼミを引っ張ってくれる。 
 ゼミの今後の課題は周りの意見を聞きいれることである。ゼミでよく聞くことができる

のは、ゼミ生に対しての陰口である。あいつはどうだとか、あの人はどうだとか。このゼ

ミは女子高生の溜まり場ではないのかと目を疑ってしまう。私はこの雰囲気が嫌いである。

ゼミは個性の強い集団なので相手の考えが許せないという場面が出で来るのは絶対にある

こと。それを口に出していうことではなく、心の中にしまい、その考えはもしかしたら正

しいのではないかと自問自答することが必要である。皆考えが違うのは当たり前のことで

あり、それが集団行動を成り立たせる。相手を貶すことにより集団行動の輪を乱すことは、

集団行動をする価値がなくなる。 
 このことは皆の前で言うことは私の立場を危うくするもので言いたくない。だから、陰

口を言われた際には、それは違うのではないかと言い、徐々に陰口を減らすよう改善して

いきたい。行く行くは、何事も相手に向かって堂々と物事を言える集団を作っていきたい。 
 
 冒頭に申したように私の生活は菅原ゼミに入ったことにより変わった。それはいい風に。

しかし、今もゼミの課題、授業の課題、バイトとやることがたくさんあり負けそうになっ

ている。でも、絶対に負けたくない。ゼミは私を変えてくれた、これからも変えてくれる。

この様な変化は自分の中だけでは決して起こらないことである。ずっと菅原ゼミの一員で

ありたい。 
 
 
「今後のゼミの課題と目標について」 

 
Ⅰ 個人の課題と目標について 
 私個人の課題と目標を見出すには、何が必要か？それには、まず何故ゼミに、入部した

かということを振り返って考える必要がある。そもそも、私がこの大学の入学を志望した

理由というのは、この学部には環境福祉コースという魅力的な学習コースがあるという単

純な意義決めたのであった。しかしながら、通い始めて 1 年過ぎたうちから、あるジレン
マが、私の中で芽生えてきた。果たして、ただ座って先生の講義だけを聞いているだけで

良いのだろうか？私は、このまま大学生活を送るのは、苦痛であり無意味であると感じて

きた。もちろん知識という教育がもつもっとも重要な要素は認識しているつもりだ。 
 問題は、この学生時代に習得した知識が、社会という枠組みの中でどのように精通する

かということである。つまり、社会経験を通じて学生時代習得した技能ないし知識が、ど

のように活用されるかを考えることが必要になる。これは、大学時代に身につけなければ

ならない。ゼミは、そのことについて学ぶ場であると確信している。話が長くなったが、

私がゼミに入りたいと思った理由というのは、自分を磨き社会に出て、活躍する人間にな
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るためである。それには、何が必要か？その答えを菅原ゼミで見つけた。 
 ゼミの紹介書をもらった時、菅原ゼミのマニフェストには以下のことが書いてあった。

インターネットをフルに使い、英語をフルに使ってゼミを行います。この高いレベルを求

めるところに、魅力を感じた。このゼミなら自分を磨くことができると確信した。実際に

入ってみて、毎日課題がでて、次々と新しいことに挑戦し、そして、このゼミは海外研修

や企業訪問、NGO訪問と他のゼミにはない特色を備えている。予想通りのゼミだった。し
かし、この半年間を過ぎて考えてみると、目標が見えないままただ課題をこなししてきた

ように感じている。これは、90 分間先生の話を聞いているのと同じだ。今後の課題は、こ
のゼミで自分が何に取り組みたいか、はっきりさせることだ。その目標として、まず人前

で自分の意見を言えるようになること。最終的な目標としては、英語でプレゼンするまで

に至りたいと思う。他にも、やりたいことはあるが全て行うのは無理だろう。私は、一つ

だけでもクリアできればそれでいいと思っている。目標を設定したら、達成するまで努力

する。その中で、自分でこのゼミに参加する意義を見出せたら良いと思う。 
 
 Ⅱゼミ全体の課題と目標 
 まず改善点として上げられるのは、効率性が悪いということだ。このゼミは、課題が多

く時間がかかるのは、仕方がないことだと思う。それでも、効率性を上げる方法があると

思う。例えば、ゼミ長や副ゼミ長だけに同行を任せるのではく、自分達も参加していると

いう意識を持つことが大切ではないか。具体的には、ゼミの反省点について、述べている

ときに、先生が教室に現れるまでは、だらだらと時間を過ごしていた。もしこの時点で論

点が終了し、ゼミが時間 20分早く終了したら。その時間有意義に過ごせる。我々は、未来
のことを創造し代えることのできる能力をもっている。それを使わないと損することにな

る。話が飛ぶが、日本が真珠湾攻撃で、その成功に浮かれている時に、アメリカは、すで

に戦争後の世界像を考えていた。この創造力の差が、戦後の日米の格差を生んだ一つの要

因といえる。つまり、常に頭を使い、次ぎのことについて創造することがいかに大切かと

いうことを教えてくれている。これは、ゼミの活動でも言えることではないか。 
 もう一つは、みんなが、ゼミに参加している意義を考えてほしいということだ。これは、

私も言えることだが、ただ 2 時間過ごすのはもったいない。参加するからには何か収穫を
して返ったほうがいい。そうでは、ないと無駄に過ごしまう。そのためには、最終的な目

標を作り、ゼミを卒業した時に何について学んだか人前で、発言できるまでにならないと

いけないと思う。 
 
 
「この前のゼミで話し合ったことをまとめます」 
 
Ⅰ ゼミに入ってよかった点 
①時間の有効活用 
 今までも電車など長い時間を有効に使うことはできたが、何かの待ち時間や１０，１５
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分といったコマ切れの時間を本やリスニングによって有効に使うことが、だんだんできる

ようになった 
②将来の展望 
 自分のことをプレゼンしたり金持ち父さんの本を読んだり、または先生の話を聞くこと

によって、漠然としたまま整理しないでいた自分の人生、将来のことを具体的に考え、そ

れに対する準備を少しずつでも始められるようになった 
③英語 
 強制的に TOEICをやることによって、またそれを全員で受けることによって、お互いに
切磋琢磨でき、その予習、復習を嫌でもやるようになった 
 
Ⅱ 反省点 
①積極性 
 まだ気まずくなりたくないとか衝突を避けたいと思う気持ちがあり、人が言ったことと

違うことを思っても、何も言えずに終わらせてしまうことがある 
②話す力 
 まだ頭の中だけで考えて口に出さない癖があり、いざ思っていることを話そうとすると、

何が原因なのか自分でも分からないが、うまく説明できなくなってしまうこと 
③自立 
 これは今の自分にとって、１番の問題であると思う。何でも、自分が分からない分野に

なるとすぐ周りのできる人のところへいって頼ってしまうこと 
 
Ⅲ 今後の目標 
・ゼミ全体 
 今までは自分のことが精一杯で周りの人をよくみれていなかったと思うので、ゼミに来

てなくて行き詰まってる人がいたらフォローし、逆に前を歩いている人たちには苦労を集

中させないために、ゼミ全体がまとまりやすくなるように、周りの人たちをつなげていく 
・個人 
まずは、反省点の③で言ったことを確実に直せるようにしたい。人にすぐ聞く前に、自分

１人で解決できるように努力をする。 
 
 
             「ゼミでこれからの改善点」 
 
 ゼミに入った時から知識が他の人よりも劣っていることがわかっていたにもかかわらず、

出された課題に対してのやる気が起きず、提出することができなかったときがあった。こ

れからは自分で調べて、先輩、友人に聞いて意味を理解していき最後には自分で理解でき

るようになることを個人目標としていきたいと思います。全体でみても課題を出していな

い人はいるのでこれからは、自分も含め、全員で意識していきたいと思います。 
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「今後の課題と目標について」 
 
 ゼミに入ってからの、この半年間を振り返ると反省点だらけであった。この反省点を

元に今後の課題と目標を述べたい。 
今後の目標は３つある。1つ目は積極性が足りないので、どんどん積極的に行動したい
ということだ。例えば、北海道合宿での企業訪問では１度質問するだけで満足してしま

っていた。これでは、まだ他人を頼ってしまっていることになる。自分の係りの活動の

ように、積極的に取り組みたい。 
2つ目は、与えられた課題をただこなすのではなく、自分の意見をまとめたら、さらに
そのことについて自分なりに調べるということだ。そうすることで自分の発言に説得力

がでるし、自分の知識を増やせることに綱がるからである。３つ目は TOEICの試験で
とりあえずは 600点を取ることである。そのために単語、今までの試験の復習を行い、
試験に慣れると共に、自分の弱点を見つけ出し、さらに勉強に反映させたいということ

である。 
 4月からは新たにゼミ生を受け入れる立場となるので、この 3つの目標を達成し、良
き手本になるように頑張っていきたい。 
 
 

今後の課題と目標 ～今までの菅原ゼミナールを振り返って～ 

 

 菅原ゼミナールに入る前まで、私は大勢の前で発言する、発表することがとても苦手

であった。しかし、菅原ゼミナールで積極的に行われるプレゼンやディスカッションを

通して、人前で発言する、発表する力を得、自分の考えを持つこと、そして自分をアピ

ールすることの大切さを学んだ。 

 もちろん学んだ点だけではなく、反省点もある。それは、先に述べたように自分の考

えをしっかり持ち、発言・発表する大切さをわかっているのだが、まだはっきりと表に

出せないということだ。何がこれを邪魔しているのか考えると、恥ずかしさはないのだ

が「積極性」と、課題に対しての知識がないことの「恥」が取り除けない「勇気」だと

感じた。 

 これらの学んだ点、反省点をふまえて今後の菅原ゼミナールでの自分の課題を考える

と、やはり上記で述べた反省点を取り除くことだ。ゼミ内でのディスカッションが、私

には持っていない人前での「勇気」、を持っている人達だけで行われていて、私を含め

人前での「勇気」をまだ兼ね備えていない人は、ただの聞き手役になっていると感じる。

自分の中だけで考えるだけではそこから何も生まれず、メリットが何もない。この課題

がクリアできれば、私自身今後ゼミがさらに快適になり、より良いものになる。 

 ゼミ全体の課題・目標としては、やはり皆が同じように感じていると思うが、今年菅

原ゼミナールに入ゼミした２年生そして先輩である３年生全員が菅原ゼミナールを気
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持ちよく卒業できることに尽きると思う。側から見ても厳しく、所属してもさらに厳し

いと感じる菅原ゼミナールを卒業することが、社会人になってからの、そしてその後の

人生の大きな大きな糧となっていくに違いない。 

 これからも、私を含めゼミ生全員が、知識的にも人間的にもステップアップできるよ

う努力を惜しまず、より良い菅原ゼミナールを築けるように、一人ひとりがチャレンジ

精神を持つことが大切である。 

 
 

課題と目標 
                    
１、ゼミ全体の課題と目標 
 自分に言えることだが、課題を出さない人や適当にやる人がいる。先生が言うとおり毎

週課題をこなせば個人個人のレベルも上がると思うし、全員が真剣に課題を取り組んでく

れば中身の濃いディスカッションができる。真剣に読んできた週のディスカッションは楽

しいし、意見が飛び交って自分とは違う意見も取り込むことができる。みんなで支え合っ

てレベルアップしたい。 
２、個人の課題と目標 
 上にも書いたが、課題をあまり積極的にできなかった。積極的にやらないと自分の力に

ならないし、ゼミのレベルを下げている。忙しいのはみんななのだからできなかった言い

訳を並べるのではなく寝る時間を惜しんででも自分とゼミのためにも毎週課題をこなす。

目標は、私の目から見て、ゼミ長は発言や行動から２年生のときやることをしっかりやっ

てきたとわかる。遅いかもしれないが、やらなければならないことをこなし、ゼミ長のよ

うに積極的にこなしていく。 
 
  「課題と目標」 
 
Ⅰ 課題 
 
 ①ゼミ全体として 
 
 ゼミ全体としては、個人の意識の向上と均衡を図りたい。 
 ゼミは全体行動なので、個人が単体で動くことは統率を図る上で、とても困難にな 
りうる。しかし、個人に意識の違いが存在することは確かだ。この違いを「だらけ 
る」方に向けるのではなく、「行動」という方向に向けたい。 
 
 ②個人として 
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 単位の問題がほとんどを占めた。 
 大学生活を送る上で計画的に単位をとることが出来なかった。人が変えるのではな 
く、自分が変えるという意識が足りなかった。 
 
Ⅱ 目標 
 
 ①ゼミ全体として 
 
 一人の脱落者を出さずに、新しく来るゼミ生にゼミのよさ、行動することの重要性 
を伝えたい。 
 
 ②個人として 
 
 大学の単位を計画性を持って取る。 
 10月 31日までに小説を書き上げ、群像新人文学賞を取る。 
 
 
「浮き彫りとなった私という人間性」 
 
 昨年のゼミで先輩達が「相手に伝える意識」というものの低さに驚いた。私は「相手に

何かを伝えることの大切さ」というのを日々意識し、理解していた。そしてそれがいかに

重要でその態度、言動により相手が不快に思ったり、感動したりすることも分かっていた。 
 しかし、ゼミの先輩達は私の中のビジョンとかけ離れていた。又、その態度を見て大き

な壁があると感じていた。それは 10月の合宿に行った当たりら私の心に大きなズレとなっ
ていき。また、「他人を信用してはいけない」という私の根本的な考えを浮き彫りにしてい

た。 
 私は「他人を信用しない。人間は一人。情はいらない」というものを心に植えていた。

周りの人からは「Aさんは、社交的で、人見知りしない、いい子」と言われていた。しかし、
これは計算によって作られた偽の私である。他人に私という人物を信用させるため、自分

を良く見せるため、一歩前に出るため、日本の大人にとって都合の良い子供を演じている

ことだった。全ては計算によって作られた私であった。 
 そんな私も年をとり、仕事で人々と触れ合うようになり、さらに多くの事を学んだ。そ

の中でターニングポイントとなったのは「裏切りの世界」だった。そのときに感じたこと

は「人に情をかけても何もならない。日本人は汚い」ということだった。 
他人のために努力したところで他人は私に精神的苦痛を与えるだけでメリットというメ

リットを支払ってくれなかった。それは大学 1年の時に元彼に振られた時に気が付いた。 
Ｇｉｖｅ＆ＴＡＫＥ これが成立しないなら意味がない。男も同じ、自分にメリットが

ないなら一緒にいても時間の無駄であり、浪費だ。自分の時間は限られている。自分の資
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産収支は限られている。だから切り捨てる必要があるのだ。 
そして、私はこの裏切りの世界を知った時、「他人が汚い」と思っていたが誰より汚かっ

たのは他人ではなく私だった。それに気が付くのに私は長い年月がかかった。 
 大学に入り菅原先生と知り合ったことによって近いものを感じた。先生という人柄、新

しいものを見出そうと考えているというものを直感で、「この人のゼミならきっと違うこと

が学べる！」と受け止めた。ゼミにはいったが、それは私にとって苦悩の日々の始まりだ

ったとも言えよう。 
 ゼミというのは生徒で作るもの。それはわかっていたが機能していなかった。機能して

いたかもしれないが私の理想とかけ離れていたことが事実である。 
 「ゼミに行きたくない。時間の無駄」と考えるようになり、ゼミの日になると体調が崩

れるという体の拒否反応が出てくるようになったのは合宿を終えてからだった。 
 ゼミで友達を作り将来自分達のビジョンについて語らい日々前進していけるような事を

していると考えていたが違っていたのだ。私は頭ではわかっていたが何もできないまま

日々だけが過ぎていった。 
 もちろん私なりに色々考えた。辞めるか、継続か・・・しかし頭で考えているだけでは

まったくもって何も答えが出てこなかった。 
 走行している間 12月に入り、Bさんにプレゼミに行こうと言われ、ついていった。 
そこで見たものは私が今まで勘違いしていた「伝える意識とその姿勢」だった。同学年

の子がプレゼミで下級生に「伝えていた」そして私にもその伝えたいモノが伝わってきた

のだ。同学年の子の発表に私は恥ずかしさを覚えた。一生懸命相手に伝えようとし、一生

懸命に準備をしている。「ゼミの先輩」というのが私の中の「ゼミ」というものになってい

たが、それは違っていた。 
 ゼミというのは先輩後輩関係なく、皆で作っていくものであり、一人一人の意識によっ

て違ってくるということが分かった。私は 2000年にＩＴのバブルがはじけたように、この
ゼミに大きな期待をかけすぎていたということが分かった。 
 ならばどうするか。この答えは簡単だった。「自分を変えればいい」他人が変わるのを待

つのは時間がかかるが、自分を変えることが一番近い答えだと思った。 
 視点を変え、「自分だけすごい」という考えからの脱却。そして新しいものを作り上げて

いくことこそが自分にとってのこれからの目標であり課題だと考えた。 
 他人の良きところを見、足りない部分を皆で付け足す。これができるようになれば私は

人間として大きく成長すると考えている。 
 それが実現できるようにしていきたい。気が付くのに時間がかかった。きっとこれを実

現するのも時間がかかるかと思う。しかし、全ては自分次第だ。自分を生かすも殺すも。

浮き彫りとなった私という人間性を変えていきたい。プレゼミで発表していた同学年の子

たちのように。 


